
口
万

７
ノ

2003生「 9月
目黒稲門会

発行人i員仁田 勉 編集長:藤岡 長世 事務局長:岩崎 正夫
〒1520002 目黒区目黒本町6-21-14
TEL:03-5723‐ 8156 FAX:03-3716-4020

総会出席者名簿
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早稲田大学副総長 江夏健―

早稲田大学校友課長・岡本宏一

品川稲門会会長・桜井輝隆
世田谷稲門会副会長 鈴木宏治
目黒三田会副会長・鷲尾建志
目黒三田会幹事 向井田様

〈会員〉

浅海 敏之
阿部喜久雄
阿部 雅子
荒瀬修一郎
有山勇次郎
石川 智子
市瀬 一江
市瀬 達夫
伊藤 徳男
伊藤  悠
井村 正陽
岩崎 正夫
海口 昭治
榎本  茂
大竹 一子
大野 幸子
大野 利幸
大山 高明
岡田 鐘吾

昭和34年 政経
昭和19年・専法
ご家族
昭矛日28年・法
昭和26年。理工

平成7年・文
昭和37年・教
昭和34年・法
昭和33年 商
平成14年 文
昭和41年・商
昭和47年 商
昭和23年・専法
昭和28年・政経
日召和49年・商
ご家族
昭和35年・理工

昭和43年・商
昭和38年 理工

小川 裕正
尾崎  充
海沼美智子
加藤 栄護
木谷 陽一
木谷 茂樹
桑野 祐光
群山 弘文
桜井 輝隆
佐藤 嘉剛
品田 一良
品田御夫人
島田 久家
杉田 則弘
鈴木 正明
高橋 栄一
田島順一郎
土川 俊雄
手塚 仁雄
田  哲基
外岡  明
外岡ルリ子
永井純一郎
中上美代子
中沢 信平
中島 勝也
長島 清志

昭和40年・商
昭和63年 政経
平成 9年・教研
昭和31年 理工

昭和41年・法
平成 2年・文
昭和33年 商研
昭和27年 商
昭和27年・商
昭和40年 理工

昭和26年・文
ご家族
昭和27年・商
昭和28年。政経
昭和35年・政経
昭和54年 理工

昭和49年・政経
昭和41年・政経
平成2年 文
平成10年・文
昭和26年 理工
ご家族
昭和31年・政経
昭和61年・文
昭和27年・政経
理工・教授
昭和39年・理工

中西 可子
難波 秀哉
樋口 定広
土方 正巳
藤岡 長世
藤沼  茂
伏見 和則
堀井 良造
松尾 洋一
松岡 雅俊
松原 進一
真仁田 勉
水野 弘文
森家 一三
保井  正
梁瀬陽太郎
山ロ ー男
八幡和三郎
横山  大
吉沢 勲夫
渡辺 明久
渡邊 三郎

第4回定時総会開催
平成15年 7月 6日午後5時より、日黒雅叙園にて目黒稲門会・第4固定時総会・懇親会が行
われた。
第1部 定時総会は、中上幹事の司会のもとで行われた。まず真仁田会長の挨拶、ついで
早稲田大学・江夏副総長から「大学近況について」の説明があつた。次に大学校友課・岡本
課長から「募金事業について」説明があった。議長選出となり、横山副会長を議長に選出した。
事業報告に移り、全体事業を岩崎が報告。部会報告では、グルメ部会 (海沼部会長)、ゴル
フ部会(鈴木部会長)、麻雀部会(土方部会長)、囲碁部会(郡山副部会長)、カラオケ部会(海
口部会長)、旅行部会 (大竹部会長)から報告があった。次いで土川副幹事長が三土会につ
いて報告した。

決算報告に移り、浅海幹事長から報告。会計監査報告を土方監事が行い、それぞれ満場
の拍手で承認されたc
審議事項に移り、「平成15年度予算案」を浅海幹事長、「役員選任・紹介」、「規約改正に
ついて」を岩崎が提案し、いずれも満場の拍手で承認された。

第2部・懇親会もひきつづき中上幹事の司会ですすめられた。海沼副会長挨拶につづき、
来賓の世田谷稲門会 鈴木副会長、品川稲門会・桜井会長、目黒三田会・鷲尾副会長、向井
田幹事の紹介があった。「稲門祭・福引券ご協力について」を大竹幹事長が報告、会員の協
力をお願いした。乾杯の音頭を渡辺副会長が行い、懇親の輪が広がつた。
今回はニューオルリンズジャズクラブOBが参加する「デイキシーフレンズ」のにぎやかな演奏
で、明るく華やいだ懇親会となった。最後に校歌斉唱、中沢副会長の閉会挨拶でお開きとなっ
た。(岩崎・記 )

昭和51年・文
昭和53年。社会
昭和17年 専法
昭和27年・政経
昭和22年 法
昭和26年・理工

昭和51年・教育
昭和35年・政経
昭和40年・政経
昭和31年・商
昭和26年・法
昭和28年・法
昭和28年・理工

昭和35年・文
昭和34年・政経
昭和38年・理工

昭和27年 政経
昭和33年・商
昭和31年 政経
日召和30年・文
昭和33年・政経
昭和26年・理工

開会挨拶の員仁田会長

江夏副会長から大学の近況を伺った

ディキシーフレンズが会場の雰囲気を盛上げた



目黒稲門会役員一覧表
氏 名  職名・分掌

大隅 信幸
小山 宙丸
星野 聡史
品田 一良
桜井 輝隆
佐藤 嘉岡1
荒瀬修一郎

真仁田 勉
阿部喜久雄

渡辺 三郎
中沢 信平
都築 秀行
横山  大
鈴木 正明
大山 高明
海沼美智子

浅海 敏之
土川 俊雄
樋口 定廣
島田 久家
松岡 雅俊
渡辺 太郎
小川 裕正
岸  猛弘
岩崎 正夫
大竹 一子
中西千可子

中上美代子

脇坂 誠也
桜井 雅芳
田  哲基
山ロ ー男
海口 昭治
安藤 虎雄
クト岡  明
八幡和三郎

桑野 祐光
大野 利幸
小林 一光
市瀬 達夫
松原 進一
郡山 弘文
保井  正
井村 正陽
永井純一郎

加藤 栄護
森家 一三
岡田 鐘吾
藤岡 長世
土方 正巳
林田 雅俊

顧問

顧間

顧問

相談役

相談役

相談役

相談役

会長・囲碁部会長

副会長

副会長

副会長

副会長

副会長

副会長・ゴルフ部会長

副会長

副会長・グルメ部会長

幹事長・会計

副幹事長・三金会会長

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事・ダンス部会長

幹事

幹事・事務局長

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事・カラオケ部会長

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事 (新 )

幹事 (新 )

幹事 (新 )

幹事 (新 )

幹事 (新 )

幹事 (新 )
監事・麻雀部会長

監事

稲門祭・福引券の説明をする大竹幹事

5年ロヘ   新たな―歩がはじまりました。
目黒稲門会第4期会計報告書
(平成14年 4月 1日～平成15年 3月 31日 )

単位

◆支出の部 (単位 :円 )

注 (1)年 会費
当期会費 128名  636,000円
前受会費  2名   10,000円 (次期分)
合  計 646,000円

注 (2)次期繰越金の内訳は、普通預金742.100円

監査報告書

私たち会計監事は、平成14年 4月 1日から平成15年 3月 31日までの第4期会計年度の

会計報告を監査いたしました結果、適正かつ正確であることを認めます。

平成15年 6月 2日

目黒稲門会 会計監事 土 方 正 巳  印
会計監事 林 田 雅 敏  印

目黒稲門会 第5期予算案
(平成15年 4月 1日～平成16年 3月 31日 )

◆収入の部 (単位:円 )

(単位:円 )

入 の :円

科 目 決  算 予 算 増減額 備 考

前期繰越金 744.795 744,795 0

年会費 (1) 646,000 755,000 109,000

総会J又入 570.000 600,000 -30,000

新年会費収入 555,000 600,000 ‐45,000

組織強化補助金 180,000 180,000 0 校友会より

雑J又入 10,031 0 10,031

合   計 2,705.826 2.879,795 -173,969

科 目 決 算 予 算 増減額 備 考

会議費 28,700 1,300 役員会等

総会費 634,991 600,000 34.991

新年会費 507,469 600,000 -92,531

部会運営費 70,000 140.000 -70.000

会報費 307,210 330,000 -22,790 印刷費等

交際費 210,800 250.000 -39.200 他稲門会、校友会等

事務用品費 51,026 70,000 ‐18,974 封筒作成、コピー費等

通信費 128.849 100,000 28.849 郵送費等

雑費 24,681 50,000 ‐25,319 振込手数料等

次期繰越金 (2) 742.100 709,795 32,305

合  計 2,705,826 2,879,795 173,969

科    目 金  額 備 考

前期繰越金 742,100

年会費 755,000 5,000円 ×145名

総会収入 600,000 10,000円 ×60名

新年会収入 600,000 10,000円 ×60名

組織強化補助金 180,000 校友会より(部会運営費・通信費・会報作成費に充当)

合  計 2,877,100

の 部                      (単 位 :

科  目 金  額 備 考

会議費 30,000 役員会等

総会費 600,000

新年会費 600,000

部会運営費 70,000

会報費 330,000 印刷費等

交際費 250,000 他稲門会、校友会等

事務用品費 70,000 封筒作成費等

通信費 130,000 郵送費等

雑費 50,000 振込手数料等

次期繰越金 747,100

合   計 2,877.100



新編集長の言葉

早 稲 田 に 入 っ た 頃

藤 岡 長 世

第一早稲田高等学院 (旧制)に入学したのは昭和17年、当時の

事だから殆どが官立の高等学校を落ちた連中だった。その故か幣衣破

帽とまでゆかないが、それに近い服装で丈の長いマントを着用して、板

裏草履で木造校舎をバタン、バタンといわせながらのバンカラスタイルが

多かった。文科はAからH組まで。私のC組は第1外国語が英語、

第2外国語がドイツ語。クラス40名の中には総理となった竹下登君や野

村証券の会長を務めた相田雪雄君などの他、朝鮮半島出身者6名を

含めて、俺。お前の付き合いであった。

前年の12月に始まった太平洋戦争の影も緒戦の戦果もあってか学院

内にはまだまだ明るい自由な雰囲気が漂っていた。 4月 19日のドウリツト

ルの東京空襲も日のあたりにしたがよそ事のようであった。だから夏休み

には、四方君達と箱根への1泊旅行。小湧谷の旅館で初めて酒の味

を覚え、麻雀なるものを体験し、春休みには、四方君と2人で細かい計

画も立てずに志賀高原から赤倉方面へのスキー行に50円ずつ持って出

た。 1週間後上野駅に辿りついた時は、持ち合わせはやっと14銭、都

電の運賃2人分の無謀極まるものだった。然し、昭和18年も半ばを過

ぎると緒戦の勢いも衰え、アンツ。キスカの王砕や、山本元帥の戦死の

報などジリジリと戦争の悲惨な影が私達を包み始めていた。そして10月

2日我 文々科系学生に認められていた徴兵猶予の恩典が停止され、今

でも時 テ々レビで放映される雨の中の神宮競技場での出陣学徒壮行会

へと繋がってゆく=いよいよ明日入隊という前夜、我が家に今は亡き竹下・

四方君力斗酉を持参し別れに来てくブtた。正に、持つべきものは友である。

この度、日黒稲門会会報のリニューアルに際し編輯責任者に指名さ

れましたc新企画「リレー随筆Jの第1回として入学当時の状況を記

しましたc次はTIn口定廣さんです。

「
―「美術0歴史鑑賞部会」会員募集

目黒稲門会は、新たに「美術・歴史鑑賞部会」を発足させます。

この会は、美術館や歴史展などを訪ねることを目的にしています。で

きるだけ平日を選び、ゆつくり鑑賞し、語り合い、ときには専門家の話を

聞きます。参加するみなさま自身が作り上げる会なのです。

一枚の絵には、画家の人生が擬縮しています。歴史には、喜びと

悲しみが込められています。これらをよく知り、話し合うことでより深い

鑑賞をいたしましょう。ご家族も含む多くのみなさまの参加をお待ちい

たします。

この秋には、第一回の会を計画しております。内容が決まり次第に

会員登録頂いた方に連絡いたしますので、下記の要領で葉書、FAX

またはE mailでご連絡下さい。

あなたの郵便番号 住所 氏名 FAX番号 (あればメールアドレス)
を明記し「美術 歴史鑑賞部会登録希望」とお書き下さい。ご希望や

ご意見の記載を歓迎いたします。

宛先: 〒152-0021 目黒区東が丘2-15-3-201

八 幡 和三郎
FAX: 03-3418-8413

E mail:yahata@mtc biglobc nclp

目黒稲門会 旅行部会

高 遠 観 桜 ツ ァー に 参 加 し て

東京の桜が葉桜になり、ゆく春を惜しむ頃「高遠コヒガンザクラのお花見に

参加しないか」と旅行部会長の大竹さんから連絡を頂いた。高遠の桜の見事

さは家内や友人達からも聞いていたので、一度は行つてみたいと思つていたから、

「これはラッキー」と参カロさせて頂くことにした。

7時 15分、日黒駅前から大型バスに乗車。一行は25人。手頃な人数だ。

首都高速から中央自動車道に入り、八王子 相模湖と、バスは一路西へ。笹
子トンネルを抜けると甲府盆地である。左右にピンク色の桃畑が旅人の目を和ま

せてくれる。小淵沢を過ぎる頃、伊那付近の渋滞が激しいとの情報が入り、

急違予定を変更して高速を諏訪で下りて杖突峠を経由してゆくことになった。日

光いろは坂ほどではないが九十九折りの急坂を昇る。峠を登りきると今度はだら

だら坂の杖突街道を下る。江戸時代には参勤交代の大名行列が往来したとの

ことである。

高速道路では、スムーズな走りであったが、高遠に近づく頃からこちらも渋滞

が始まる。人が歩く程度のスピードである。以前奈良の吉野山の桜見物に行っ

た時、バスから降りて徒歩で登つたことを想い出す。昼食も車中で摂り、高遠

城址公園に到着したのは午後の2時を廻つていた。バス専用の駐車場には数

十台が駐車している。

文字通り桜は真盛り、人出もまるで朝の新宿駅のラッシュ時を想わせる真盛り

である。共に見事なものと感心する。吉野では遠くに見下ろす桜であつたが、

こちらは手の届くところ、正に圧倒されるような色鮮やかなコヒガンザクラである。

園内では、迷子や「鹿児島からいらした……」とはぐれた仲間を呼び出す放

送がひっきりなしである。真に全国区の桜の名所である。

天気予報は、「明日は雨、所により本日も小雨Jであったが正にピタリ。高
遠を後にして伊那に向かうバスに乗車する頃、ポッリポッリと落ちてきた。然し、

約30分後に伊那梅苑に着く頃には雨は止み、西の空には夕日が顔を出す。こ

ちらは高遠とは打つて変わつて人影もまばら、苑内をゆっくり散策することができた。

れんぎょうが黄色く咲き誇っている後ろには紅梅が映え、そのまた後ろには緑の木々

木 が々遠く霞んで見え、それらの色のコントラストは正に絵になる風景である。

再び、バスに乗車した伊那北から中央道で小淵沢に向かう。次なる目標は、

長坂町神田の大糸桜である。畑の中にただ1本、樹令400年を越える大きな

枝垂れ桜。この頃には日もとっぷり暮れ、ライトアップされた桜が夜空に誇らしげ

に浮ぶ、その下で全員集合の記念撮影、これで本日の桜見物のツァーはすべ

て終了。幸運にも恵まれた楽しいバス旅行の1日であつた。

藤 岡 長 世 (日召禾日22年・法 )

●新入会員
木谷 陽一 (昭和41年・一法)目黒区日黒3-5-9 TELi3791-9737
吉沢 勲夫 (昭和30年・一文)埼玉県さいたま市 TEL:048-831-4531
石川 智子 (平成7年・一文)目黒区三田2-13-22-203TEL:3710-8444
中島 勝也 (理工学部名誉教授・東大卒)目黒区平町1-14-釘L3717“ 15
●退会された会員
計良 勝利 (昭和40年・法) 仙台に転居のため
桑原 茂光 (昭和24年・政経)健康上の理由で
横山 大毅 (昭和59年・理工)業務多忙のため
●言卜報
大賀 正雄 (昭和14年・専経・目黒稲門会相談役)3月 23日永眠されました。
設立時から今日まで、最年長会員としてご指導。ご尽力いただきました。山歩き
が趣味で、「健脚」がご自慢でした。お酒の席で貴重な軍隊経験を伺つたこと

もありました。ここに謹んで哀悼の意を表します。

ライトアップされた神田・大糸桜の前で記念写真



各部会からのメッセージ

ゴル フ部会 の活動状況

ゴルフ部会は発足当初、年3回 開催しておりましたが平成12年 より

大学主催の総長杯コンペが加わりましたので毎年春秋の年2回開催
となりました。

毎回5～ 7組のゴルフ愛好者が集まり、朝6時 自由が丘をサロンバス

で出発。目黒通り、山手通りで参加者全員をビックアップしコース

|へ向かいます。

帰路は車中で表彰式、パーテイを行います。プレー後のこころよい

疲労にアルコールが加わリパーテイは談論風発、時の過ぎるのも忘
れ気が付けば目黒到着という毎回です。

会員は約40名ですが新規会員、ご家族、ご友人の参加をお待ちして

おります。

次回第13回 は10月 29日 (水 )栃木県宮の森カントリー倶楽部で開催
予定です。
又総長杯コンペはH月 14日 (金)埼玉県「おおむらさきゴルフコース」
で開催が決まりました。関東地区稲門会からグロス80台から130台の

約250名 が新ペリアで競技を行います。プレー後の大パーテイ、オー

クションもあり楽しい1日 が過ごせます。当日は目黒から分乗して
コースヘ向かいますので御気軽に御参加下さい。

尚下記は第12回東雲ゴルフクラブでの記念写真です。
ゴルフ部会長 鈴 木 正 明

Tcl&Fax 03-3712-5672

グルメ部会

おいしいものが好きな方、皆とお話を楽しみたい方なら、どなたでもいらして

下さい。グルメ会は、年2～ 3回程度行います。この秋には「新ソバ会」を開く

予定です。
また、会員の皆さまが今迄にいらしたおいしいお店もご紹介下さい。皆様
からのおたよりをお待ちしています。

グリレメ部会長   海 沼 美智子

カラオケ部会

日 時 奇数月第2日曜日 午後2時 30分～5時 30分
場 所 目黒区鷹番3-3-4 杉田ビル地下

スタジオ「サンステップJ TEL 5722-4484
(東横線・学芸大学駅)東口徒歩1分

会 費 男性 ¥3,000  女性 ¥1,000
カラオケ愛好者・初′しヽ者を問わず 演歌、童謡、軍歌 その他、一緒に楽
しく唄いましょう。是非一度覗いてみて下さい。新規の方歓迎。下記へ連絡
下さい。
「自分の健康は自分で守る」これが先ず基本であり、原点であり、当然のこと

です。健康を保ち元気な身体を保持することは、皆様ご存じの通り 先ず心
から声を出す そして明るく 楽しく唄い意志の疎通を図る。これ、目黒稲
門会のカラオケ部会が発足した所以と′し、得ております。
カラオケ部会も隔月ながら9月を迎え第24回を数えます。9月 14日に開催

致しますので、前もってFAXまたは葉書にてお誘いいたします。どうぞ気軽に

お出かけ下さい。
連絡先  海 口 昭 治
電 話  (03)3710-5761(留 守電あります)
FAX  (03)3710-5762

囲碁部会

(今後のスケジュール〉
9月 7日 (日 )午後1時～5時 下目黒住区センター第3会議室

参加費  500円
懇親会 2,000円 (松喜 日本料理)

10月 18日 (土 )午後1時～5時 下目黒住区センター第1会議室
参加費  500円
懇親会 5,000円 (すじ八 三土会と合流)

(囲碁イベント〉
9月 28日 (日 )第 3回オール早稲田囲碁祭 (首都圏)団体戦

市ケ谷日本棋院 5階
昨年は当部会力決クラスで優勝しました。

今年は2チーム編成して出場する予定です。
Aチーム 中島勝也・荒瀬修一郎・八幡和三郎

桑野祐光・高橋栄一

Bチーム 真仁田毅・渡辺三郎・郡山弘文
伊藤源喜・保井 正

11月 16日 (日 )稲穂会囲碁大会 (東京23区支部)個人ハンディ戦
早稲田大学 新学生会館 (記念食堂裏)

まだ会費を収めていない方は、同封の郵便振替用紙にて9月末日までに

納入をお願いいたします。
※未納でご連絡のない方は、会員名簿から削除される場合あります。

麻雀部会

目黒稲門会発足と同時に麻雀部会は会員相互の親睦を図る一環として

活動を始めた。平成11年 6月 19日の第1回大会以来、年4回のペースで回
を重ねてきた。本年度の計画としては、既に6月 8日に16名の参加を得て第1

回目の大会を終えたが、以後9月 21日、12月初旬、3月初旬にそれぞれ行う

予定である。なお、12月には大会終了後に忘年会を行い、オロ互の親交を一

層密にしたい。
このほかに、隣接の渋谷区と世田谷区との交流に資するため、3区連合

親睦麻雀大会を平成12年 1月 23日 (第 1回目)以降年3回のベースで実施
している。最近では8月 9日に36名の参加を得て大会を行い、当稲門会の横

山大氏 (副会長)が優勝している。

当部会の悩みは、部員数が少ないことで、16名の参加者を集めるのに毎

回苦労している。少しでも麻雀に興味のある方の入会を切にお願いしたい。

麻雀部会長 土 方 正 巳  記

ダンス部会

毎 週 木曜日 6:30pm～ 8:30pm
スタジオ サンステップ(西岡先生)学芸大学駅より2分

TEL 5722-4484
男性 ¥2,000/回   女性 ¥1,500/回
特に初心者は西岡オーナーが懇切丁寧に指導して下さいます。

奥さま、友人、知人、大歓迎です。
ダンス部会

小 川 裕 正
3793-5555
090-8002-0557
ogawa555@bg mbn orjp


